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学　位　論　文　要　旨

　　　 平成　　27年度入学

　本研究では，柔道選手にみられる肘関節損傷についての疫学調査を行いその実態を把握すること，また柔道
整復師が使用可能な超音波画像装置を用いて柔道選手の肘関節の特徴および肘関節損傷の発生因子につい
て検討することを目的とした．
　大学柔道選手1030名を対象とした肘関節損傷の既往歴調査の結果，肘関節損傷の既往を有する選手の割合

は31.7%（326名/1030名）であった．また好発部位は釣手側の内側部であり，受傷時期は関節技が許される高校
生以降に肘関節損傷が好発していた．
　超音波画像装置による肘関節内側側副靭帯（尺側側副靭帯）（以下：UCL）像描出時の測定信頼性について

の検討を行った．その結果，超音波画像装置によるUCL像の測定信頼性は，検者間および検者内ともに高値を

示し，肘関節の屈曲角度（30°，60°，90°）によって違いを認めないことが明らかになった．

　肘関節損傷の既往のない柔道選手71名（142肘）を対象に，ストレス超音波検査を用いて，肘内側部の形態

（UCL厚，UCL長，腕尺関節裂隙間の距離）を釣手側と引手側の比較および学年別（中学生，高校生，大学生）

の検討を行った．その結果，肘関節損傷の既往を有しない柔道選手の釣手側UCL厚は，引手側に比べ肥厚し
ていること，さらに釣手側の腕尺関節裂隙間の距離は，学年間で異なることが明らかとなった．
　柔道選手の肘関節損傷の危険因子を究明するため，肘関節損傷の既往のない柔道選手71名（142肘）中，追

跡調査が可能であった49名の若年柔道選手を対象に1年間の前向き調査を実施した．その結果，新たに発生し

た肘関節損傷の頻度は16.3%（8名/49名）であった．また釣手側UCL厚を肘関節損傷の有無で比較したところ有

意差を認めなかったことから，釣手側のUCL厚は肘関節損傷の危険因子ではないことが明らかになった．
　本研究より，柔道選手の肘関節損傷の実態が明らかにされた．また柔道整復師が使用可能な超音波画像装
置を用いての肘関節UCL像描出時の測定信頼性が明らかになった．肘関節損傷の既往を有しない柔道選手の

肘関節の特徴について，新しい知見として，釣手側UCL厚は引手側に比べ肥厚していること，さらに釣手側の腕

尺関節裂隙間の距離は，学年間で異なることが明らかとなった．


